
一 般 質 問

令和 4 年第 1 回定例会（3 月 10 日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．きれいな水環境を創るための下水道等の整備につ 町長
髙山 豊彦 いて 建設事業課長

農村振興課長
（１）公共下水道整備地区の下水道本管への接続を促進す
るための取り組み状況と今後の考えは。

（２）公共下水道未整備地区の生活排水等の処理について、

今後の考えは。

（３）公共下水道接続世帯と合併浄化槽設置世帯との個人
負担額の格差についての考えは。

１．新型コロナ感染「第６波」を踏まえた対策強化を 町長
岡本 正意 福祉課長

（１）感染状況の実態把握を。

①本町の感染状況をどう認識しているか。全国知事会
の「緊急提言」が指摘した「危機的状況」を共有し
ているか。

②本町の感染や感染者の実態把握を。府に対し適切な
情報提供と共有の要請を。

（２）検査体制の抜本的な拡充を。

①町内での無料検査体制の整備を。
②医療、保育、介護、教育現場等での最低でも週一回
の検査実施を。

２．原油高騰から暮らしを守る支援を 町長

（１）政府の「特別交付税」は自由度の高い財源であり活
用すべきだが、活用による支援は検討したのか。

（２）福祉灯油や事業者の経費補助等の実施を。

（３）住民への商品券の再配布実施を。

３．公共交通の充実に向けて 町長
総務課行財政

（１）予定しているデマンド型乗合交通の実証運行案では 担当課長
乗降場所とバス停を結ぶ内容だが、デマンド型のメリ
ットを弱めるのではないか。

（２）和束小－和束小杉間の路線再編で、町として検討し
ている内容、スケジュールは。

（３）交通費負担の軽減をさらに。

①高校生通学バス定期代補助を全額補助に。
鉄道定期代への補助検討を。
②ゴールドパス購入補助、定額運賃など高齢者の交通
費軽減を。


